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自転車で日本一周 
大学時代の仲間が、今年３月に大阪府泉大津市役所を定年退職し、趣味の

自転車に乗って日本一周を続けています。４月１３日（土）大阪を出発し、             

四国・九州・本州の日本海側を北上・北海道を一周・東北の太平洋側を南下

してきました。福島の次は栃木に寄ってくれて、８月２１日（水）宇都宮で

卒業以来の再会を果たしました。 

『夢を実現すること』『石川県輪島の現状を見て』『北海道標津町でクマに遭

遇』『日本一周後の夢』等、多くの話を聞くことができました。 

授業再開のタイミングと合わなかったので、直接生徒の皆さんに話してもら

うことはできませんでしたが、機会をみて「夢を追い続けること」「自然の

厳しさや美しさ」「人との関わり」について伝えたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                              ○○実実力力をを養養うう      

                              ○○友友愛愛をを深深めめるる  

                              ○○品品性性をを高高めめるる  

授業が再開しました 
8 月３０日（金）に授業が再開されました。この夏休みでは、趣味に没頭したり特技を伸ばしたりと、

長い休みにしかできない取組を実践できたことと思います。部活動では各種大会やコンクールで大いに活

躍し、貴重な経験ができました。また、夏休み中にパリオリンピックが開催され、たくさんの感動を味わ

った反面、考えさせられる場面もありました。４１日間で得た夏休みでの体験をこれからの生活に役立て

てほしいと思います。残暑厳しい日々が続きますが、毎日の生活を頑張っていきましょう。 

夏休み明け全校集会を行いました 

授業再開を前に全校集会をテレビ放送にて行いました。まず、夏休み中の活躍で得た賞状の伝達があり

ました。表彰を受けた生徒の皆さん、おめでとうございました。続いて、校長が「夏休みの経験を今後に

生かすこと」「パリオリンピックを観戦して」「今日からの学校生活の充実に向けて」等の話をしました。

まずは、学校生活を送るためのリズムを戻し、９月１２日（木）に行われる１学期末テストに向けて学習

にも全力で取り組んでください。そして、学校行事や学年行事、３年生は進路、１・２年生は部活動に頑

張ってほしいと思います。生徒の皆さんが、それぞれの活動に真剣に取り組んでくれることを期待します。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域未来塾を開催 

校内環境整備を進めました 

  この夏休み中に、消防設備やエレベーター等の点検・整備を計画的に進めました。また、トイレ洋式化

工事も順調に進んでいます。安全に教育活動が行えるよう、引き続き校内の環境整備に努めていきます。 

８月２４日（土）ＰＴＡクリーン活動終了後に、第２回地域未来塾を開催しました。わからないところを

教えてもらう他に、テスト前の勉強として、とても有効な取組になっています。今回は３名のボランティア

の先生方が来てくださいました。生徒の皆さんには、この場を積極的に利用してほしいと思います。 

ＰＴＡクリーン活動を実施しました 
 ８月２４日（土）午前７時からＰＴＡクリーン活動

を実施しました。昨年同様、校内の除草作業（ＰＴＡ

学年部・生徒・教職員）を行いました。また、校舎内

のトイレ・廊下・階段の掃除（ＰＴＡ厚生部）をして

いただきました。約１時間という短い時間でしたが、

授業再開を前にきれいな環境にすることができまし

た。生徒の皆さん、保護者の皆様、暑い中ありがとう

ございました。 

自然災害の備えをしっかりと 9 月 1 日は防災の日 

令和５年９月４日・６日の２回、大雨による洪水、土砂災害警戒のため河内中学校体育館が避難所にな

りました。幸い被害は無く、避難する人もありませんでした。そして、今年も災害級の雨・風が全国各地

で発生しています。今は台風１０号がゆっくりと日本を縦断し、各地で大きな被害を出しています。 

今回は、台風の影響を受ける前に時間があったの 

で、その対策をとることができましたが、地震や線 

状降水帯の発生等、多くの自然災害は突発的でいつ 

起こるかわかりません。命を守ることを最優先に、 

日頃から災害に対する備えをしておきましょう。 令和５年９月に開設した避難所の様子 


